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過去の開催時の様子

基本構想（案）の全文は市 HP でご覧いただけます。

　現時点でのおおさわコモンズの最適な
土地利用の考えをお示しします。この考
え方に基づき、国立天文台との土地契約
に向けた協議に着手します。具体的な施
設配置や計画は、『土地利用整備計画（仮
称）』や設計段階で検討します。

　基本構想(案)の内容を市民の皆さんへ広くお知らせします。会場では、基本構想
（案）の内容をパネル展示し、来場者からの質問などにお答えします。
日 所7月27日㈯＝羽沢小体育館、28日㈰＝大沢台小体育館、いずれも午前
11時〜午後4時　物室内履き　申当日会場へ
※両会場とも同様の内容です。

　義務教育学校は、義務教育9年間の教育を一貫して行うことを
目的とした学校です。1つの学校として、1人の校長、1つの教職
員組織が義務教育9年間の教育課程のもと、一体的に教育活動を
行います（右図参照）。三鷹市で15年以上にわたり取り組んできた
小・中一貫教育（小中一貫型小・中学校）の発展形ともいえる学校
です。児童・生徒は中学生までを含めた異学年での学び合いや交
流が日常的に可能となります。教職員も、小・中学校の垣根なく、
9年間を見通した教育を行うことができます。中学校教員の専門
性を生かした小学校高学年からの教科担任制の日常的な実施や、
教職員組織が大きくなることにより業務の平準化なども可能とな
ります。さらには、特色ある教育課程を弾力的に編成できる特例
の活用も容易に可能となります。現在、市では研究会を設置し、
三鷹らしい義務教育学校の在り方を研究しています。
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義務教育学校

※いずれも施設の形態は問わない。

小・中一貫教育

小中一貫型小・中学校
独立した小・中学校が連携して
一貫した教育を行う形態

※副校長は各校に１人

▼
それぞれの学校に校長、教員組織
小学校６年間＋中学校３年間

▼
１人の校長、１つの教員組織

修業年限９年間
（前期課程６年間＋後期課程３年間） Ａ中学校

（１人）

Ｂ小学校 Ｃ小学校

１つの学校

※副校長は３人

　七中との関連性を考慮し、天文台敷地北側ゾーンの西側に配置します。
今後は、学校を含むおおさわコモンズの建物とその周辺の緑地部分との
一体化や、公園的な利用などを検討します。

コラム

おおさわコモンズの土地利用

令和7（2025）年度

土地利用
整備計画
（仮称）

令和6（2024）年度

土地利用
基本構想

令和8（2026）〜14（2032）年度

•土地契約
•都市計画の見直し
•自然環境保全計画
•設計・工事

令和15（2033）年度以降

おおさわコモンズ
オープン

施設整備をメインとした
おおむねの想定エリア
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